
 

第 16 回都道府県議会議員研究交流大会について(案) 

 

 

開催日時  平成 28 年 11 月 15 日（火） 13 時 30 分～17 時 50 分 

                   （交流会 18 時～19 時） 

 

主   催  全国都道府県議会議長会 

 

後   援  総務省 

 

会   場  都市センターホテル３階「コスモスホール」を主会場として実施 

〔所在地：東京都千代田区平河町２―４―１〕 

 

参加対象者  都道府県議会議員(各都道府県５～10 名程度) 

       ほかに都道府県議会事務局職員 

 

開催趣旨  都道府県議会議員が一堂に会し、共通する政策課題等についての 

     情報や意見の交換を行うとともに、大会参加を通じて議員間の 

     一層の連携を深め、もって地方分権の時代に即応した議会機能の 

   充実と活力に満ちた地域づくりに資することを目的とする。 

 

 

大会構成 

１．主催者あいさつ   13：30～13：35 

 

２．基調講演       13：40～15：10 

「地方議会改革の評価と課題」（仮題） 

＜講師＞ 中 邨   章 明治大学名誉教授 

 

３．分 科 会     15：30～17：50 

テーマ別の５分科会で、コーディネイターから基本的な説明を行った後、パネリ

ストの議員から自県の事例等を発表し、参加者と意見交換を行う。  

 

４．交 流 会     18：00～19：00 

希望者による会費制の立食懇談会を設ける。 

 

 

 

 

 



 

分科会テーマ 

１．議会の透明性の確保 

議会基本条例による議会運営の可視化、審議過程の公開や情報発信などの取組

みを踏まえ、議会や議員活動の更なる透明性向上のための課題や説明責任につい

て考える。 

 

２．議会の政策立案機能の強化 

議会からの政策提案の強化が求められ、議員や委員会の条例発議が活発化して

いるが、その事例紹介を踏まえ、今後の政策立案機能強化の手法や課題について

考える。 

 

３．行政監視機能の強化 

 首長と議会が向き合う二元代表制において、議会がどのような監視機能を果た

すべきか、果たしうるか、チェック機能のあり方と具体的手法について考える。 

 

４．住民との関係強化 

民意の的確な反映・住民参加の拡充が求められており、住民との関係強化に向

けた具体的取組を踏まえ、住民代表機能強化の方法について考える。 

 

５．災害時における議会の役割 

議会としても住民の安心と安全を確保する責任があることから、災害時におけ

る議会の役割や議会自身の業務など、継続性について考える。 




